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　「広報ひだか」は、昭和41年５月号の創刊から700号
までの約59年、市民の皆さんと行政を結ぶ情報紙とし
てさまざまな分野の出来事を掲載してきました。
　700号を迎えるにあたり、皆さんのたくさんの思い出の中から
「わたしの『広報ひだか』や『日高市』の思い出」をテーマにした
エピソードを応募いただきました。今回は、応募いただいたエピ
ソードをご紹介します。
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ペンネーム　あっきー　さん
　広報ひだかで募集していた健康づく
り応援隊養成講座に参加しました。
　写真の料理は調理実習で作りました。
　講座に参加することで健康寿命を延
ばすための知識も得ることができ、講
座に参加した人たちとの交流も良い影
響があると思います。

ペンネーム　ばるーんであそぼう　さん
　日高市に移り住んで16年、当時まだ
生まれたばかりの息子も成長し、たく
ましくなりました。
　楽しむことが成長の原動力！
　これからもさまざまなことにチャレ
ンジし、楽しみながら頑張ってほしい
という願いを込めて、日和田山の鳥居
の前で撮影しました。

上沢　さん
　生まれ育った故郷から羽ばたく時ま
であと少し。入学･卒業･二十歳のつどい。
私は数々の大切な時間をこの市で過ご
してきました。楽しい日も悲しい日も、
いろいろな感情と向き合いながら日々
を乗り越え、成長しました。生まれた
時は仮死状態だった私も、立派な大人
になりました。ありがとう、日高市。

ペンネーム　Kawa_chan　さん
　「ふわふわくりっかー」は、子どもが
小さい頃お祭りのたびに夢中で遊んで
いました。大きなくりっかーに駆け寄り、
うれしそうに飛び跳ねる娘の笑顔が忘
れられません。あの頃はまだ小さくて、
手をぎゅっと握ってくれていたのに、今で
はもう手が届かないくらい成長して…。
　最近では見かけることがなくなった
けれど、あの日の写真を見るたびに、
親子で過ごした幸せな時間がよみがえ
ります。

小川　さん
　平成28年に開催された高麗郡建郡
1300年記念祭「にじのパレード」に家
族全員で参加しました。
　今後も日高市の発展と頑張る皆さん
を応援しています。

ペンネーム　いちご　さん
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